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蚕都くらぶ・ま～ゆという上田地域通貨モノ・コト交換制度は､地域で暮らすひとびとがお
互いに助け合って楽しく暮らすための制度です。

私たちは､この地域の豊かな自然やひとびとの知恵･技術･経験･人柄を地域の宝と考えます。
その宝を活用することで､より豊かな地域と人間関係を目指しています。

蚕都くらぶ・ま～ゆは､地域通貨を使って人と地域をつなぐシステムです。

❖ 人と人との新しい関係が生まれます。

❖ 自分の能力を再発見できます。

❖ 人が活き活きすることで､地域が元気になります。

わ た し た ち の 願 い
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素晴らしい秋晴れの

一日ま～ゆ１６周年

総会＆ま～ゆまつり

を６０名余の参加で

無事終えることがで

きました。

朝早くからランチのおはぎやま～ゆ汁を

つくってくださった方、お習字、デッサン画、

陶芸作品などを飾り付けて下さった方、

テーブルを設営してくださった方、会報綴

じ込みしてくださった方、会費受付けつけ、

司会など色々な役割を分担し自主的に運営してくださったみなさんのお蔭でスムーズに進行できました。

これぞま～ゆの力ですね。みなさん、ありがとうございま

した。

ごんべえ新米でつくったおはぎ（あんこ、クルミ、ゴマ）

が並び、具だくさんのま～ゆ汁、レタス・トマトサラダ、リン

ゴ、柿、赤かぶの酢漬け、白菜漬などと、持ち寄りのごち

そうがテーブルの間をくるくる回りました。

みなさん、ありがとうございました。

◆11 月のハッピーバースデ

ーは、殿下、のせ、都々平、

パレちゃん、まこちゃん、ハ

ラマキ、みよちゃんの 7名で

した。今年 1番の多さです。

総会でお祝いしてもらえる

ので 11 月生まれはいいな

～の声も。

◆ま～ゆ寄付者 (写真右から)にゃんこ先生１０万ま～ゆ、都々平さん５万

ま～ゆ、ケセラ２万ま～ゆ。たくさんの寄付をありがとうございました。事務局で各イベ

ントのお手伝いに通

貨ま～ゆを有効に使

わせていただきます。

みなさん、お助けを

よろしくお願いしま

す。

№１ ケセラ

◆ま～ゆ汁用に野

菜・果物を提供して

下さった方

ぶんちゃん、きよ

ちゃん、民ちゃん、

峰ちゃん、林ちゃ

ん、ミーすけ、ゆう

さん、陶吉、まこち

ゃん、ケセラ

体ほぐしのラジオ体操から
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◆各プロジェクトの報告をしてくださった方々

みんなの家（辛口）田んぼ（ごんべえ）秋和菜園（ねこ）

味噌（ミーすけ）れくれーしょんレクリエーション（トット、ね

こ、ちゃーこ、ミーすけ）手作り小物講座（ミーすけ）ま～ゆ

シネマ（ケセラ）会報（都々平）上記の他にもいろいろ盛り

だくさんに楽しんだ１年でした。

◆モノ・コト交換ま～ゆ市は出店者が多くて賑やかでした。

※たくさんの品を用意して出店してくださったみなさんあり

がとうございました。売れ残ってしまった方、申し訳ありません

でした。これに懲りずにまた出店をよろしくお願いします。

◆最後にゲーム“フルーツバスケット„をしました。 

今日はあきちゃんファミリー、猫太郎さんとそうた君、かいちゃ

んファミリーとお子さんもたくさん来てくれて賑やか。老いも若きも

時間を忘れてゲームに夢中。

◆新入会員

(左から)トムさ、

ひなちゃん、ち

ーちゃん。と孟

さん(写真 4 ㌻)。

これからどうぞ

よろしくお願い

します。

皆さん、また心新たにどうぞよろしく願いします。

世話人会 ケセラ（安井啓子）

◆ま～ゆ市出店者

・ハル（ベーグル）・コロボックル（自然食品）・辛口

屋（お茶）・宮沢農園（シクラメン、クルミ他）・吉田農

園（各種野菜）・のこのこ―ば（木のおもちゃ）・合原農

園（卵、ジャガイモなど）・ごんべえ屋（新米、古着など）・

かっこう（鍋、サラダボールなど）・にゃんこ先生（本、バ

ッグ）・ケセラ（バッグ、スカーフ、古本など）・ヒデさん（古

本）・今井（カボチャ、柿など）・ミーすけ他（手作りバッ

グ）・まこちゃん（リーフレタス、トマト）・ま～ゆ屋（寄

付された野菜、リンゴ、柿など）

ま～ゆ田んぼ

の配当米

｢どっこいしょ｣

甲田はきもの店 №39 甲田
●ご利用金額の10％まで｢ま～ゆ｣をお使い下さい

●靴、草履、下駄などの修理は20％まで使えます

上田市中央4-6-24

℡22-1272



街の気軽なマルチメディアショップ

㈲ 伸和印刷 №57 中澤

●ご利用金額の 10%まで「ま～ゆ」をお使いください

●今、流行りの自分史を作ってみませんか?

●会議資料作りに便利な、製本機能付き

高速デジタルコピー機導入しました

上田市国分１-７-12 ℡22-7710 Fax22-7718
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蕎麦処 いちや №312 牧野隆彦

●お食事代の 5％をまーゆでお使いください

●環境やお財布にもローインパクトな蕎麦屋を目

指しています平日は予約制となっています

※前日までにご予約頂いたお客様には一品サー

ビスします

上田市住吉1160 ℡25-1841／携帯

◆お客様

千葉大学大学院生の孟さん、学生の陳さん（二人は中国の留学生）学生の高橋さん（塩尻出身）の３人

が地域通貨やま～ゆの活動を研究しに来られました。

みなさんと交流でき美味しいごちそうも食べられ、とても楽しかったそうです。孟さんはま～ゆ会員になら

れました。ちょくちょく上田に来てま～ゆの活動に参加したいそうです。国際交流ができますね。

ま～ゆ感想 高橋真央 (写真左)

事前にいただいた資料から、ま～ゆは人と人のつ

ながりを大切にしており、自然と共にある生活や培っ

てきた知恵を活かし、本当に価値あるものを認めて

いこうとする姿勢が感じられました。実際、総会に

参加してみると、幅広い年代の人が各自の経験や個

性を活かして楽しんでいる姿を見て取ることができま

した。

その中に、あんこづくりについての話が大変興味

深いものでした。

私が参加させていただいた総会の昼は、皆さんが

持ち寄った料理や果物が並びました。誰の料理か、

どんなものか、おいしさを共有しながら会食が始まりま

した。

その料理の中にあんこの

おはぎがあり、班であんこに

ついての話になりました。

あんこを上手くおいしく煮るのは難しく、コツがいる

とのことで、砂糖を早く入れすぎると硬くなってしま

い、遅すぎると崩れてしまうそうです。

今回いただいたおはぎのあんこは、大きめな小豆

が崩れておらず、程よい甘さでした。伺ったところ、

あんこづくりが大変上手な方がおり、誰に頼まれるわ

けでなくとも毎年行われる餅つきのあんこも、今回の

ように作っているとのことでした。きっと、あんこのみな

らず、各自作ったものを「おいしいね」と言って食べ

合うことにより作り手の幸せにつながり、意欲が湧くの

だろうなと感じました。

ま～ゆ感想

陳誼菲 (写真中央)と申します。

今回のま～ゆ市に参加させていただき、

すごく感動していました。

日本は生活経験の全く無いところでした。

初めて留学生として生活の慣れていないとこ

ろがまだたくさんあります。

ま～ゆ市に参加していたとき、みんなが集

まって、美味しい料理を食べながら、色々交

流ができました。

すごく気ついたのは、ま～ゆで皆さんは私

をニックネームで呼ばれていました。

私のことを「楠楠」（中国語の発音：nannan）

ニックネームと呼ばれたとき、ま～ゆは温かい

家族が感じしました。

手作りアップルパイとか、料理とか、たくさ

んもらいました、本当にありがたいです。

私は中国でずっと北京に住んでいて、大

都市での暮らしに不安が常に感じていまし

た。

ま～ゆで温もりのある人のつながりが感じる

ことができました。

そして、イベントや、ミニマーケットなと、み

んなさんは活発な交流しています。

大人だけではなく、子供達にも参加するこ

とにより楽しく影響を与えると感じました。そし

て、ま～ゆ交換か成立したら、最後で「ありが

とう」と言って握手するを通じて、モノの交換を

達成してだけではなく、仲間意識、人に役立

つことの達成感なども生まれます。ま～ゆは

本当に温かいお金と感じしました。
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１０月１０日のま～ゆ市は前月と同じ中央公民館視聴覚室で行われま

した。

モノ・コト交換市と秋の歌も、インフォメーションも、そして DVD 視聴ま

でも前と同じ『自立する村へ』です。２回見るとより理解が深まります。

ひとつ違うものがありました。それはハッピーバースデイ(当たり前)で

今夜祝福されたのは ごんべえさんただ一人。

そんなま～ゆ市でした。

感想文 孟 晗 (モウ ガン)

いままでの地域通貨に関する研究では、地域通貨の発行方式や、地域通貨の発行理由などによっ

て、地域通貨を類型化するのが多かったです。しかしながら、同じ類型に属する地域通貨にしても、ま

ったく同じなモノが存在しません。それは地域通貨の魅力の一つだと言えましょう。例えば、「ま〜ゆ」と

同じの「通帳型」の地域通貨は、藤野の「よろづや」や、鴨川の「あわマネー」を挙げられますが、その２

件とも、該当地域に移住しにきた人が多く、移住者を中心で活動する特徴がみられます。「ま〜ゆ」は

それらの例と違って、もとのコミュニティのメンバーを中心で活発な活動することは最初に興味をお持ち

したところです。今回の総会に参加させていただき、肌で感じたのは、「ま〜ゆ」の温かさ、と緩やかな

雰囲気です。「無理にさせない」「やりたいことがあれば、みんなでやる」などの伺ったお話や、温かい

「誕生会」や、楽しそうなゲームや、プロジェクト代表者方々の報告などのことからよく感じました。「上か

ら」「外から」ではなく、メンバーたちが中心にして、内発的なまちおこしのあり方を拝見しました。

また今回実感した２つ目のポイントは、「ま〜ゆ」は「地域の人は一番の真の宝」というところです。

今日の日本地方（母国の中国においても、これからもっと急速に深刻化すると思いますが）は過疎化や

少子・高齢化をはじめ、様々な問題に直面しています。それらの問題を「問題解決」の視点から考える

と、「解決策」と足りないものを外から持ち込みより、地域に潜在化している「資源」を再認識し、それを

活かして、豊かな生活を自ら創生することが「素敵」ではないかと思っております。「ま〜ゆ」のように地

域の方々が持っている知恵や熱意（地域愛？）を大切にし、それをさまざまプロジェクトや、イベントを

通して、顕在化にするのが大変勉強になったところの一つであります。

「ま〜ゆ」の経験をもっと知りたい、そして、論文という形にしても、中国に帰っても、地域の問題で困

った人々に伝えて行きたいと思っております

会報の広告欄を
活用しましょう

1 年間 1200 ま～ゆで、

あなたのお店の広告が

掲載されます。

会員にとって｢どうせ買うな

ら仲間の店から｣の連帯感が

強まり､ま～ゆ交換がー層

活発になります。
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今年度納めの 10月のカフェま～ゆ廿日市は〝みんなの家文化のつどい〟を開催。

６月の“陶芸教室„、７月の“絵画教室„、９月

の“書道教室„で得られた成果を陶吉さんのセ

ンスあふれるレイアウトで展示。どの作品も個

性がにじみ出て、味わい深い作品です。

パレちゃんが制作中の

紙芝居や、リンちゃんの

“書„も飾られてプロ級の

作も並び、一段と輝きを

増した２階の特設会場で

した。

昼食は｢おこわ｣にポテ

トサラダが付き、ま～ゆ味

噌にま～ゆ豆腐とキノコた

っぷりの｢ま～ゆ汁｣をい

ただきました

ベーグル屋 ハル 春野仁宣・里美
●県産小麦と天然酵母の

ベーグル＆ヴィーガンブレッドの店
●1回のお買い物(500円以上)で

50ま～ゆお使いになれます
上田市中央 2 丁目 11-19
Tel & Fax: 0268-75-0777

chatte-sato@mvb.biglobe.ne.jp
http://www.fsf-haru.com




